
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 １０８ 

令和５年度 芸術科（書道） 

 

教科 芸術 科目 書道Ⅲ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「書Ⅲ」（教育図書） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・書道Ⅰ，書道Ⅱで学んだことを発展させて，主体性と向上心をもってより創造的な活動を目指し

ましょう。 

・よりレベルの高い古典臨書を通して感性を磨き，個性豊かな書の能力を高めます。 

・相互鑑賞を通して書道の多様性と個の表現の面白さを味わい，自身の制作に生かしましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

書道の創造的な諸活動を通して，生涯にわたり書を愛好する心情と書の伝統文化を尊重する態度を

育てるとともに，感性を磨き個性豊かな書の能力を高める。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:書への 

関心・意欲・態度 
B:書表現の構想と工夫 C:創造的な書表現の技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

書の創造的活動の

喜びを味わい,書

の伝統と文化に関

心をもち,主体的

に表現や鑑賞の創

造的活動に取り組

もうとする。 

書表現の諸要素を感受

し，感性を働かせなが

ら，自らの意図に基づ

いて構想し，表現を工

夫している。 

創造的な書表現をするた

めに，書の効果的な表現

の技能を身に付け表して

いる。 

文字や書の伝統

と文化について

幅広く理解し，そ

の価値を考え，書

のよさや美しさ

を創造的に味わ

っている。 

評
価
方
法 

観察 

ノート 

ワークシート 

観察 

ワークシート 

提出作品 

観察 

ワークシート 

提出作品 

観察 

ワークシート 

提出作品 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

漢
字
の
書
の
美
と
文
化
① 

〈篆書、隷書の学習〉 

○甲骨文(篆) 

〇郭店楚簡(隷) 

【鑑賞】【臨書】 

 

・簡牘の世界 

 

○礼器碑(隷) 

〇西嶽華山廟碑(隷) 

〇張遷碑(隷) 

・隷書の既習古典から選択

し半切へ展開 

 

【鑑賞】【臨書】 

〇 〇 〇 〇 a:甲骨文・金文・簡牘・帛書そ

れぞれの古典の字形や用筆

の特徴に関心を持ち，主体的

に臨書や鑑賞に取り組もう

としている。  

b:様々な篆書や隷書の古典の

字形や用筆などの特徴をと

らえ，書風を生かした表現を

工夫している。 

c:篆書や隷書の表現技法を身

に付け,自己の表現活動に発

展させている 

d:様々な篆隷書の古典の個性

的な美しさや様式美，表現技

法を理解している。 

観察 

提出作品 

 

〈楷書の学習〉 

〇薦季直表 

〇楽毅論 

〇魏霊蔵造像記 

〇高貞碑 

〇皇甫誕碑 

・既習古典から選択し半切

へ展開 

 

【鑑賞】【臨書】 

〇 〇 〇 〇 a:様々な書体の古典の個性的

な美しさや様式美に関心を

持ち，主体的に臨書や鑑賞に

取り組もうとしている。 

b: 様々な古典の字形や用筆な

どの特徴をとらえ，書風を生

かした表現を工夫している。 

c:各書体の表現技法を身に付

け,自己の表現活動に発展さ

せている。 

d:様々な古典の個性的な美し

さや様式美とその表現技法を

理解している。 

観察 

提出作品 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

漢
字
創
作 

〈文化祭の作品制作〉 

・パネルへ漢字の創作をする 

・表装を学ぶ 

〇 〇 〇 〇 a:漢字の書の創作に意欲的に

取り組み、表現の構想から歓声

に至るまでの充実感や達成感

を味わおうとしている。 

b:古典に基づく表現を工夫し

ている。感興や意図に応じた表

現を構想し、工夫している。 

c:古典に基づく表現を工夫し、

個性的に表現することができ

る。 

表現形式に応じて、全体の構成

を工夫することができる。 

d:古典に基づく表現と個性的

な表現について理解している。 

観察 

提出作品 

 

漢
字
の
書
の
美
と
文
化
① 

〈草書の学習〉 

〇喪乱帖 

・既習古典から選択し半切

へ展開 

〇 〇 〇 〇 a:草書や行書の様々な古典の

字形や用筆の特徴に関心を持

ち、主体的に臨書や鑑賞に取り

組もうとしている。 

b:主体的に構想を具体化し、書

風や線質、全体の構成などを工

夫している。 

c:主体的に構想を具体化し、書

風や線質、全体の構成などを工

夫することができる。 

d:草書や行書の古典の書美と

その表現技法を理解している。 

観察 

提出作品 

 

後
期 

刻
字
に
学
ぼ
う 

〈彩玉ボード作品〉 

・毛筆による表現に立体性を

見出す表現 

 

〇 〇 〇 〇 a:刻字に興味を持ち、意欲的、

主体的に表現に取り組んでい

る。 

b:個性的な表現を工夫してい

る。 

c:板の大きさに応じて、文字の

大きさや配置など、章法を工夫

することができる 

d:石碑や石刻、印など、文字を

刻すことで残された歴史につ

いて理解している。 

観察 

提出作品 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

 

仮
名
の
書
の
美
と
文
化 

〇高野切第一種，二種，三

種の比較 

【鑑賞】【臨書】 

 

〇寸松庵色紙 

【鑑賞】【臨書】 

 

〇 〇 〇 〇 a:散らし書きの表現技法を身

につけとしている。 

仮名の書の作品制作に意欲的

に取り組み、表現の構想から完

成に到るまでの充実感や達成

感を味わおうとしている。 

b:古典に基づく表現を工夫し

ている。 

表現形式に応じて。全体の構成

を工夫している。 

c:古筆の線質や字形、連綿、墨

色の変化、紙面構成などの特徴

などを生かした表現を工夫し

ている。 

d:散らし書きの古筆の美とそ

の表現技法を理解している。 

観察 

提出作品 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 

 


